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小 序
筆者は過去3回にわたり， おもに1964年の西南アジア調査のフィールドノートを手掛かり
に，表題の「覚書」を書き続けてきた。その際の筆者の調査地域はパキスタン・アフガニスタ
ン・イランの3カ国であったが，本「覚書」での記述は前2カ国をすでに終えたので，今や残
るところはイラン1国だけという状況にある。イランへは1972年度にも約1カ年間出張し，そ
の際得られた知見も若干あるので，それらを加味しながら今回はイランに関する内容を載せる
のが筋道であろうかと思う。
ところが昨1981年，筆者は文部省科学研究費補助金（海外学術調査）の交付をえて，藤本勝
次所長らとともに， トルコの内陸アナトリア地方における水利用技術に関しての学術調査に赴
①
くことができた。既応の出張に際しての渡航目的とは異なり，昨年の学術調査の目的はまさに
筆者の興味に直結するものであっただけに，収集された記録も多数にのぼる。
筆者にとってイランの記録はさほど急いで公表せねばならぬものでもない。したがって予定
を変更し，今回はトルコの水車・風車調査によって得られた最新の情報を活字にしておこうと
考え直した。なお挿入された写真の一部は， 同行した隊員の一人平岡昭利氏（鹿児島女子短期大
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第39図アンカラ・コンヤ・カイセリの位置
学助教授）の撮影によるものである。
9． トルコ中部， コンヤ県の製粉水車と機械製粉
今回の内陸アナトリア地方の調査に際しては， トルコの首都アンカラAnkaraと，コンヤ
Konya,カイセリKayseri,以上の3都市を拠点にしてその周辺地域を探査するという方法を
とった。まず最初に拠点にしたのはコンヤ市であるが， この都市は11世紀末以降，ルーム＝セ
ルジューク朝の首都として栄えた歴史をもち， また現在では同名の県の県都であるほか， イス
ラム神秘主義の旋舞教団の本山として世界的に著名である。したがって本来宗教色が強く，そ
の上われわれの滞在期間（7月21日～8月1日）の大半がラマザーン（断食）月にあたったため，
終始多少の緊張と退屈を強いられた想い出がつきまとう。
（1） メイ村の水車
イスタンブール大学地理学教室で予め眼通ししえた資料によって， コンヤ県でまず訪ねるべ
きはコンヤ市の南々西60kmに位置するメイMay村（別称カヤスーKayasu村）であると
決めていた。村の東方500mの谷筋を南流する河川ぞいに，連続して約10台の水車が存在し
ている事実を知ったからである。 メイ村へは，その東12kmにあるアケレンAk6renの町か
ら未舗装のなだらかな起伏道を辿って到達するのであるが，村の手前で前記の谷筋に着く。川
の名はメイデレシMayderesiといい，水車は下流側に3,上流側に6の配置である。 トルコ
では，水車のことをデェイルメンdegirmen(水車小屋，製粉場，のちには転じて作業場一般
の意，すなわち英語のmillに相当する概念）というが，メイ村の水車がそれぞれデェイルメ
ン(略号dg.)に個有名詞を付して呼ばれているらしいことも，予め得られていた知識にあった。
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第40図コンヤ県の調査地域
すなわち，道路から1.5kmの最上流部に位置する2台がカンル水車KanllDg.(古風水車),
同じく400mの上流点にある2台がウズンオルクル水車UzunolukluDg.(長水路水車),道路
のすぐ上流点にある2台がアラプオゥル水車ArapogluDg.（アラブ末喬の水車),下流側に散ら
ばる3台が，西から順にそれぞれケル水車KelDg､（野天水車),イェニ水車YeniDg.(新設水
車)， レベッシュ水車RebegD宮.（意味不詳）である。
ただ近年，水車製粉はトルコ全般において電気製粉によって圧倒され衰退の一途を辿ってお
り， メイ村でも筆者が訪れた際には，かろうじて形を留めたものも含めて3台が現存するにす
ぎなかった。上記のウズンオルクル水車2台とアラプオウル水車のうちの1台とである。ただ
し後者はメイ村の村民であった所有・経営主がコンヤ市へ転居してしまったために入口も閉ざ
された状態にある。
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筆者が訪れたのは，斜面上に
上下2段に連結したかのように
配置された2台のウズンオルク
ル水車である（第41図)。長水路
の名にふさわしく， メイデレシ
川から約100mの距離を導かれ
てきた水車用水路の末端は，上
段水車の斜め上方で無造作な土
盛り状の水路となり，その上に
突き出すように埋め置かれた丸
I
第41図上下2段に設置されたウズンオルクル水車 フ這二ご山ソJ~ノw~』筐'皇｡fﾉ厚".4しﾉｰﾉし
太の筧を経て，水車の羽根をね
らって仕掛けられた導水管へとつながる。もちろん，水車形式は，西南アジアで一般的な水平
方向に羽根が回転するいわゆる水平式水車であり，水車そのものは水車小屋の床下に備えられ
ていて眼にはふれない。下段水車の引水の方法もこれと似ているが，ただ，上段水車の用済承
の水を利用するために水路は上段水車の下方を起点とする短いものである。
これら2台の水車は上段・下段で所有主が異なる。下段水車を対象に聴取ったところ，地主
階級ではなく標準的自作農階級に属するアフメットーオルチAhmetOrug氏が,80%がたこ
れを所有して同時に経営し，残り20％の所有権は他の複数の村人の手にあるという。すなわち
アフメットーオルチ氏一人が水車番（デェイルメンジィ degirmenci)を務めているわけであ
る。ただ，製粉期が，耕地への灌概期を避けて11月から翌年の4～5月に限られるため，水車
の稼動しない夏半期は， アフメットーオルチ氏も山で羊を追う生活を営んでいる。聴取りに赴
いた日も彼は放牧に出向いて不在であった。
村の小学校教諭である某氏の話によれば， この村の水車は90～100年前にほぼ同時に造られ
たものという。先述の通り，水車が衰退に赴いた原因は一般に電気製粉による打撃であるが，
それに加えてメイ村の場合は， コンヤ市に比較的近いため，村人の挙家離村的流出による需要
減がもたらした影響も大きい。すなわち，かつて350戸を数えたメイ村も，現住するのは170戸
にすぎず，半数以上の農家が一家を挙げてコンヤ市へ出払っているのが現状である。かつては
この地方の製粉業の中心として， 自村の需要の承ならず他方からの持込承にも応えていたメイ
村の水車業も， アケレンに誕生した電気製粉所などによってその地位を脅かされ， さらには自
村の顧客の減少という事態を迎えて潰滅へと向かっている。
西南アジアの水車・風車調査覚書（4） 105
, j製粉期が冬半期に限定されて
いる点も水車業を不利にしてい
る。すなわち村人の賃挽き依頼
は特に冬に集中するが， 2～3
台の水車ではこれをさばききれ
ない。止むなく村人たちは片道
12kmのアケレン町や，遠くは
片道60kmのコンヤ市の製粉
所までも，時間と費用をいとわ
ずに出向いているのが実情であ､ﾜｰ《←画|口jい~しいoCグ刀､天'|盲~C・め 第42図アフメットーオルチ水車の水平式車輪
る。上記の小学校教諭氏は,当
村の製粉量のうち， これらの水車が担当するのはそのうちの60％，残りはアケレン・コンヤの
電気製粉所依存と承る。
メイ村の水車によって製粉される穀物は小麦に限られ，賃挽料は小麦1袋(90kg)につき
5kgの小麦，または現金で100リラlira(1982年当時で小麦1kg=20リラ）である。大麦も
家畜の飼料用に水車によって挽割りされる。ちなみに，食用とされる小麦の挽割り（ブルグー
ルbulgur)には各農家の手回し臼が用いられる。
下段水車の場合,導水管の落差は10m,水車の直径は170cm(第42図),石臼(上臼)の大きさ
は直径170cm,厚さ20cm,製粉能率は1時間60kgという。自村の需要に応じるため水車小
屋に電気を引いて電気製粉所に転じようとする構想もあるというが，果たして経営的に成立つ
②
かどうかは疑問である。ちな承にメイ村は1980年9月に電化されている｡《1981.7.25～26.》
（2）ハティプ村の水車
コンヤ市の南,々西lOkmに戸数120戸のハティプHatip村がある。1971年に掘られた11本
の深井戸の効果があって灌慨耕地が増え， それまでの小麦・大麦を主にした穀作農業から野
菜・果実栽培に転じ，農業所得を大幅に増加させたと評判の村である。これらの井戸は，水資
源の開発・保護を目的に1954年に政府によってつくられたDSi(DevletSuigleriGenelMii-
diirliigii)すなわち国営水利事業公団GeneralDirectorateofStateHydraulicWorksが，
井戸灌概事業の一つのモデル村としてこの村を選んだ結果，掘られたものである。もちろんこ
れに関連する事業費300万リラ（＝2万5千ドル，1981年8月のレート）は村民の負担すると
ころであり, 10年間据置きの後,11年目のまさに当1981年から30年賦償還が始まろうとしてい
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た｡しかし， メッカ巡礼者を多く送り出じ，子供たちまでが腕時計を身に着けている村の豊か
さから想像する限り, DSiによるこの事業はハティプ村に大きな恩恵をもたらしたものとい
える。
これらの井戸が掘られる以前は，村の用水は背後の石灰岩の岩山から湧き出る泉の水によっ
ていた。水量は秒間30リットル程度であり，前記の深井戸からポンプアップされる水量（秒間
③
平均32リットル）の，わずか1本分にすぎない。そのためこの水は，家庭用水として使用され
るほか，集落付近の菜園・果樹園を潤す程度のものであったが，実はハティプ村にも集落のや
か象て
や上手に水車が1台あってこの水によって稼動してきたのである。
ハティプ村の水車は100年も前に造られたものという。最初は1人の所有に属していたが死
後4人に相続され，その後，相続・譲渡・売買される過程で，時には8人，10人の共有になる
など所有関係は複雑化したが，現在は4人の共有するところとなっている。聴取り相手はその
うちの一人,ハジュhac'(メッカ巡礼経験者)でもあるイブラヒムーウヤヌクibrahimUyan,k
氏（60歳）である。
水車は実は数年前から停止した状態にある。その理由は，村人たちがコンヤ市の製粉所へ赴
くようになったからである。コンヤ市とは1時間1本の市営バスによって片道約20分で結ばれ
ており， もたらした小麦はすぐに粉となって受取ることができるという。水車製粉支持の立場
からイブラヒムーウヤヌク氏は水車の管理を怠ってはいないが， しかし水車が4人の共有物で
あるため， 1人の不賛同者があっても水車は動かせない。DSiの水利事業がこの村で発足し
て以来，農業収入が拡大されたため，水車の所有者たちも以前のように水車による賃挽収入に
頼る必要がなくなり，容易に合意に至らな↓､のが実情である。
I
集落のやや上手に位置する水
車小屋へは，巨大ともいってよ
いコンクリート製の水道橋が泉
の水をもたらしてくる。水道橋
の末端には，同じくコンクリー
ト製の導水管が斜めに取付けら
れ，落差10mでもって水車に
水をもたらす。泉の水を真先き
に使うため，水の用益をめぐっ
て農業とのトラブルもなく，水第43図水車用水道橋と導水管（ハテイプ村）
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車は一年を通じての運転が可能であった。製粉の対象となる穀物は小麦・大麦・燕麦で，大
麦・燕麦は家畜の飼料に当てられた。盛時には15～20kmの距離の村女からも注文があった
という。製粉能率は1時間に100～120kg,賃挽料はメイ村の場合と同じく90kgにつき5kg
またはそれ相当の穀物代金であった。なお，水車小屋で作業にあたっていたのは所有主に雇用
された水車番である。ただし，賃挽料の配分などについては聴取りを怠った。 《1981.7.29.》
（3） アケレン町の電気製粉
メイ村の水車製粉の状況を述べた際にも触れた， アケレンAk6ren町の電気製粉所の事情に
ついて次に説明しておこう。電気製粉所の所有・経営者のX氏は， もとはガソリン・灯油販売
業と大工職を兼ねていた。今から23年前にディーゼル機関を原動機として製粉所を創業したと
いうが，本来の職業からえられた知識と才覚が大いに役立ったであろうことは容易に想像され
る。1969年にアケレンにも電気が供給され始めたので，その年からディーゼル製粉所を電気製
粉所に切換えて今日に至っている。
この製粉所が誕生する以前は， アケレン町の住民はメイ村の水車場までの12kmの道を，
ロバ・牛・馬などの背によって小麦を運んだものである。片道2時間は要し， しかも順番待ち
のため水車場で一夜を過ごしたこともあるという。しかし，現在，情況は逆転し， メイ村の村
民がアケレン町の製粉所を訪れてくるのである。
■この電気製粉所は成功したかにみえる。製粉所ではX氏が雇入れた使用人（水車小屋の場合
同様にデェイルメンジィと呼ばれる）が2人， 忙しく働いている。X氏は今や大工職は休業
し，ガソリン・灯油販売業と製粉業とを経営して悠ﾉ々自適の態である。 《1981.7.26.》
（4） コンヤ盆地の製粉事情
以上， コンヤ県における製粉水車と機械製粉の情況をメイ村・ハティプ村・アケレン町の事
例で説明した。このほかコンヤ県では，製粉に関係する現存水車と水車遣跡をそれぞれ1カ所
でみた6:前者はハティプ村の西奥4kmのチャユルバァCay'rbag村にある水車小屋であり，
年老いたデェイルメンジィ夫妻がそこに住み込み，現在も営業を続けている｡道路脇下の水車
小屋へと導かれる用水筧は道路上，見上げる高さに架けられており，その落差は12m,水車出
力は10馬力という(第44図)。100年の歴史をもつという水車であるが，しかし現在は客からほと
んど見放された状況にある｡後者はコンヤ県の西端にある淡水湖,ベイシェヒルBeygehir湖
から流出するチャルシャンバチャュCargambaCayl川沿いに設けられた，ベイシェヒル町の
町はずれの水車遺跡である。珍しく"この水車は車輪が垂直に回転する垂直型水車であり，川幅
一杯に堰止められた水を用いる仕掛けである。61～62年前に造られた製粉水車というが，今は
I
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第45図ベイシエヒル町近郊の製粉水車 が，乾燥盆地盆央の僻村などに
みられるのである。コンヤ市東方に拡がるコンヤ盆地盆央の村々もその例である。
たとえば， コンヤ市から東北東80kmにあるオブルクObruk村では製粉のためかつては東
北方25kmのエシュメカヤEgmekaya村（アクサライAksaray県）の水車小屋まで赴いて
いた。その後， 1953～60年の8年間にわたってはディーゼル製粉所が村に誕生し，村人は大い
に便利さを喜んだものである。しかし結局は採算が合わず， この製粉所も廃止され， 1960年以
来，村人は実に80kmの道をコンヤ市まで出向くことを余儀なくされている。《1981.7.31.》
コンヤ市から東方， カラプナルKaraplnar町へ向かう道路沿いにあるメルディヴェンリ
Merdivenli村も，不便さにおいてはオブルク村に匹敵する。水車に依存していた30年前まで
は，ほぼ南方向50～60kmに位置するスドロヴァS1drova村（スドゥラァウSuduragl村）
西南アジアの水車・風車調査覚書（4） 109
またはセレレクSelerek村（ともにコンヤ県カラマンKaraman郡）の水車場へ赴いていたd
荷栫えをし，荷を馬車に積み，途中ホタミシュHotami§村を経由して水車場へと向かう道の
りは， ホタミシュ村までが3時間，その先が9時間の併せて片道12時間の旅であった。さらに
挽き上った粉を村へ持帰るまででいえば，結構1週間を必要としたという。この当時に比べれ
ば近年は幾分恵まれているといえよう。すなわちその行先は，西15kmのイスミルismil町
または東20kmのカラプナル町の，いずれも電気製粉所である。なおこの村では各農家とも
ブルグール用の手回し臼を持っているという。 《1981.7.30.》
10. トルコ中部， カイセリ県の製粉水車
コンヤ県，および後述のアンカラ県とも比べて，今回の水車調査で最も手ごたえを感じたの
はカイセリ県であった。すなわち， コンヤ県・アンカラ県に比べてカイセリ県では， より多く
の水車にめぐりあえた。その理由は個々の村ごとに多岐にわたるが，大きくいえば，筆者が調
査した範囲に関する限り， カイセリ県はコンヤ県よりも起伏勝ちであって水車架設条件に恵ま
れ， またアンカラ県よりも動力革命の鯵透が遅く， かつその趨勢に対してより強く抗してい
る， ということであろう。
カイセリ県の県都カイセリの南25kmにはエルジエスErciyes火山（標高3,916m)が聲え
歩く
号
象
垂菫深鶚篶"。
三宝壽選
ざ
”
第46図カイセリ県の調査地域
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ている。カイセリ滞在中は日,々がこの秀峰を眺めての生活であった。水車調査の記録もまずエ
ルジエス火山の裾野に所在する村点から始めることとする。 ，
（1）エンデュルリュク村の水車
カイセリ県は,かつてアルメニア人やギリシア人も多数住んでいた地域である。 170年の歴
史をもつエンデュルリュクEndurlnk村も，かつてはアルメニア人が多数を占めていた。それ
が証拠に集落内には今もアルメニア教会の建物が残されている。第1次大戦時の国内動乱の結
果， アルメニア人は家を捨てて他に去り，バルカン半島からの引揚げトルコ人がこれに代わっ
た。したがって現在の住民はすべてトルコ人からなる。
エンデュルリュク村の耕地を潤すのは，隣のクラナルドゥK'ranardl村との間にあって水争
いのもとともなったバユルスユBaylrSuyu川，およびエンデュルリュクの集落内に流れ下っ
てくるチョルタンスユCortanSuyu川である。村とほとんど同時に誕生したと言い伝えられ
か桑て
ている水車は，チョルタンスユ川沿いにあって，集落内に2カ所と，集落より上手の村の洗濯
場付近に1カ所の，併せて3カ所が数えられた。実はこれらの水車は，今から30～15年前にす
べて廃止されていろ。洗濯場付近のそれは今は石組みだけを残す遺跡であり，集落内下方にあ
った現村長氏所有の水車は跡形もない。集落内上方の水車小屋だけが導水路・落水塔なども残
してかなり原形をとどめているが， しかし内部の石臼などは取去られてまさに廃嘘である。水
車が廃止されるに至ったのは，チョルタンスユ川の水量がしだいに減じてきたことに加えて，
付近の町村で電気製粉所が誕生したことがその理由である。
30年前まではチョルタンスユ川の水量も豊富であり，村で収穫される小麦のすべてがこれら
の水車で製粉されていた。他の村からも小麦が持込まれていたほどである。水車が操業してい
たのは， 4月15日～6月15日の春2カ月と,9月・10月の秋2カ月であった。操業期が限られ
たのは，夏は灌概期に当たるため水が減少し，冬は凍結で水が潤れたためである。各水車とも
に石臼は1基であり，製粉能率はいずれも1昼夜に300kg平均であった。
水車を所有していたのは村の富裕層であり， 水車番は村内から雇入れられていた。約45年
前，水車番の日給は15クルシュkuru§であった。賃挽料は小麦100kgにつき現物で5kgで
あり， 1昼夜300kgの能率からすれば1日の賃挽料収入は15kgとなる。これを現金に直せ
ば，当時の小麦の価格は1kg=1.5クルシュであったから,22．5クルシュである。この中から
水車番の日給が支払われていたのであるから水車所有主の収益は僅かに7．5クルシュにすぎな
い。すなわち，所有主と水車番との収益配分は1：2であった。村長氏によれば，富裕層が貧
しい村人を優遇しようとするのはトルコ社会の美風であるという。
?
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エンデュルリュク村に電気が供給され始めたのは1968年であり，周辺の村′々もほぼ同時期に
電気の恩恵をうけている。周辺の村女がそれを期に，電気製粉所を誕生させたのに対して，ユ
ンデュルリュク村が同様な反応を示さなかったのは何故か。その理由は，エンデュルリュク村
の小麦の収穫量はさほど多くなく，村として電気製粉所を持つのは採算上の見通しが立たなか
ったからという。現に，家畜飼養を専業とする農家などは村の小麦に頼ることなく, 18km先
のカイセリ市でパンを買っているという。
現在，村人たちが製粉委託のために多く出向く行先は， ダラスTalas町，レシャディイェ
Regadiye村，クラナルドウ村の電気製粉所， およびヒサルジュクHisarclk村の水車場であ
る。その距離は2～9kmであって，村人たちはそれ程の不便を感じていないという。《1981.
8.15.,8.19.》
（2） ヒサルジュク村の水車
ヒサルジュク村はエルジエス火山の裾野斜面に立地している。村と同名のヒサルジュクチャ
sLHisarclkCayl川が，エルジエス火山の雪融け水を集めてこの村に至る。かつては9台の水
車がこの村に数えられたというが， これらの水車を養っていたのは, ヒサルジュクチャユ川の
雪融け水と， エルジエス火山の裾野の傾斜である。なお水車は300～400年の歴史を持つとい
う。
か砿て
集落の中央広場からやや上手の水路沿いに， 9台の中の唯一の生残り水車，オスマンーアァ
OsmanAga氏のそれがある（第47図)。順番を待っている数人の客は異口同音に，水車は粉の
質が良いといい，評判も上,々である。客はエンデュルリュク村やクラナルドゥ村からもやって
来る。オスマンーアァ氏は， 自分自身も水車に愛着を感じているが，村人の水車に対する好評
が続く限りは今後も水車製粉を
継続したいとする。ただ，オス
マンーアァ氏がみるところ,当
村の小麦生産量のうちこの水車
へ持込まれるのは1/4にすぎず，
残る3/4はカイセリ市か，西方
5kmのハジュラルHac'lar町
の電気製粉所にもたらされてい
るという。 ゞ
水車が操業するのは,、 6月か 第47図オスマンミーアァ水車小屋の内部（挽割り作業中）
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ら10月末か11月初めまでの5カ月間に限られる。その理由は，冬は川の凍結のために水が止ま
り，春は徐,々に水量は増えるが小麦の収穫に先立っては客がないからである。水車は， 1週間
のうち1日は小麦の挽割り，すなわちブルグールの日に当てられる。水車によって動かされる
石臼が，週のうち6日は粉挽き， 1日は挽割りに使い分けされるわけである。製粉の場合，こ
の水車が関係するシェアは前述の通り1/4であるが，挽割りの場合は，当村の需要はすべてこ
の水車によってまかなわれているとオスマンーアァ氏はみる。なお，製粉能率は1昼夜で平均
400シニック§inik(小麦1シニックは7kg)である。賃挽料は，粉挽き・挽割りともに20シニ
ックについて1シニック，すなわち1/20である。ちなみに客の小麦持込み量は7～10シニッ
クなど様々という。挽割りの場合，小麦をあらかじめ水で湿らす必要があるが， この作業は客
の負担とされている。
オスマンーアァ氏は当年73歳で，子供に恵まれず，彼を手助けするのは60歳になる彼の妻で
ある。彼の死後は夫人が後を継ぐであろうが，身寄りもないため，その後はおそらくこの水車
も終りであろうと彼は慨歎する。 2週間に1度，老夫婦は村の若者たちの助けを借りて，石臼
を引き起こし，臼の目立てをする。臼石はダラス町のそばのブリュンギュスBriingiisから得
られた天然物という。なお， 水の落差は10m,水車の芯棒は木製，水車の羽根数は41枚であ
る。水車で使用後の水は再び村の用水路に戻されており，そのためか水の使用率は徴収された
記憶が全くないという。 《1981.8.28.》
（3）ケジ町の水車
エルジエス火山の東に連なる2,000m級の連山の北斜面，ケシデレシGesiDeresi川の流
れ下る谷口にケジGezi(正しくはケシGesi)の町が所在する。水が豊かで緑の濃い，桃源境
の感のする静かな町であるが，住民の話によれば， 自然条件の利を得て，ケジは古くから栄え
た土地であった。たとえばオスマン時代からすでにケジは自治町（ベレディイェbelediye)の
地位を得ていた。水清く，空気は澄み，緑は濃く， この風景をめでるため，かつてはカイセリ
市からも多数のピクニック客が訪れていたという。 「ケジの庭GeziBaglarl」という流行歌も
生まれ，庭園の美しさ，果物・ぶどう酒のうまさが大いに歌われたものである。
ケジはまた水車製粉業の中心地であった。20年前までは，カイセリ市やその周辺の村,と，遠
くは30km先のハジュラル町からも，ロバの背で小麦が持ち込まれ， 客は20を数えた水車場
で行列を作ったものであるという。水車場は，集落の中心部にあるモスクに付属していた1つ
を除いて，他はすべて集落の上流部のケシデレシの流れ沿いに位置していた。これら上流部の
水車場は，すべてが町の住民の個人有一時には共有一であって，たとえば最も集落に近い水車
I
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場は，その前面にある菜園とともに， アフメトアァAhmetaga氏の所有であった。ただ，こ
の上流部の水車は，他の地で電気製粉所が始められるとともにその打撃を受け，いずれもが約
15年前に廃業している。モスク付属の水車だけは，その立地条件のよさから町内の需要に支え
られて幾分長らえ， 5年前までは稼動していたという。しかしいずれにせよ，今日残存してい
る水車はない。
かつての賃挽料は1シニック（当地では小麦の場合で8kg)につき10クルシュであった。こ
の賃挽料はどの水車にも共通で，町の住民と他村民との間にも差別はなかったという。
モスク付属の水車は，今から375年前にハジューハイダルHaclHaydar氏が建てたモスクの
下層部に，同氏によって造られたものであり， のちモスクに寄進されていわゆるワクフwaqf
となっていた。この場合，町の集会で選ばれた水車番（デェイルメンジィ）が事実上の水車経
営主となり，徴収した賃挽料の中から年間500リラをモスクに納入する慣例であった。すなわ
ちこの金額は5,000シニック分の賃挽料に相当するが，年間5,000シニックを上回った量の賃挽
料が，水車番の所得となっていたわけである。
先述の通り， ケジ町の水車が衰退した理由は他の集落に出現した電気製粉所による打撃であ
った。ではなぜケジ町自体に電気製粉所が誕生しなかったのか。その理由は， ケジは水に恵ま
れているために土地利用は菜園・果樹園が中心と
なり，小麦作付耕地が少なく，町自体の小麦生産
量だけでは製粉所を必要としなかったためであ
る。たとえ電気製粉所が誕生していたとしても，
交通の便をえた平野部の電気製粉所との競争には
勝てなかったとみられる。このようにして現在，
この町の製粉需要はカイセリ市の電気製粉所によ
ってまかなわれている。かつてロバの背によって
ケジ町に小麦が運ばれてきたその道を，今日では
逆にトラック・ トラクター・バスの便を利用して
ケジの住民が小麦を運んでいるわけである。
なお，小麦の挽割り用，すなわちブルグール製
造用の水車は，今もモスクの傍らで稼動している
(第48図)。これを経営するのは，ワクフ水車の最
後の水車番を務めたメフメトーパシャMehmet
第48図モスクとその傍らのプルグール水車
（ケジ町）
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Paga氏である。賃挽料などを尋ねる時間的余裕はなかったが，ヒサルジュク村の場合同様,
ブルグール用水車は製粉水車よりもより根強い需要をえているようである。 《1981.8.27.）
（4） フルカ村の水車
カイセリ県の北部は, 内陸アナトリア高原を時計回り方向に大きく迂回して最後は黒海へと
流入する， トルコ最長の川クズルウルマクK1zlllrmakの中流河谷に相当する。この河谷にも，
水車製粉で著名であった村が2つ存在しているが，そのうちの上流側， カイセリ市から北へ約
30kmの地点にあるのがフルカH1rka村である。
' フルカ村はクズルウルマク川北岸の台地の崖下に立地しているが， 集落より下流側1km
に，急斜面を流れ下ってクズルウルマク川に合流する右岸の一支流，サルマデレSalmaDere
（サルマンルスユSalrnanllSuyu)川があり，水車はこの急流に10台が連なっていた模様であ
る。その辺の事情を探るべく訪れた現場には，現に活動する水車はもはやなく，遺跡化したば
かりの水車場が， 急坂を登るとともに次々と眼前に現われた(第49図)。川筋には菜園が連続
し，作業用の農小屋に転用されているのか， 1つの元水車小屋には農家の一族の姿があった。
以下はその当主アリオスマンーギュンドォドウAliosmanGiindogdu氏(48歳）の話である。
フルカ村の水車の歴史は非常に古いと言い伝えられてきている。水車の架設される場所はこ
のサルマデレ川の川筋に限られているため，川筋に土地を持つ10家族だけが水車を所有する権
利を独占してきた。水車が10台であったのも理由はそこにある。落差はアリオスマンーギュン
;ドオドゥ氏の水車で12m,最大級の水車で15mであったという。その辺の事情を考慮して
も，サルマデレ川には， 10台以上の水車を養うだけの落差余力があったと筆者はゑた。なお，
すべての水車が古い歴史をもつというのではなく，たとえばアリオスマンーギュンドォドゥ氏
の水車は40年前，彼が8歳の時
に，彼の父親によって造られた
もので比較的新しい。また,中
には相続などによって所有権が
一族内で分割されている水車の
例もある。そのような場合は,
水車の稼動期間を所有者数によ
って分割して用益権すなわち経
営権を公平化するとか，あるい
は一族で共同用益・経営すると第49図フルカ村の水車遺跡
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かの方策が構じられていたという。水車所有主は，他人を雇用せず自身で水車番を務めるのが
常であった。
水車は水量からすれば年間の操業が可能であった。しかし現実に客が来るのは，小麦の収穫
期（7～8月）から5カ月間であった。10台の水車はいずれも1基の石臼しか持たなかった
が，製粉能率はどの水車も1昼夜に1袋100kgの小麦15袋（すなわち1.5トン）であった。所
有主が受取っていた賃挽料は1/20である。水の使用料が徴収されていた形跡はない。
水車製粉の盛時には， フルカ村はもとより，周辺18力村から小麦が持込まれてきたものであ
る。しかし今から6年前にはすべての水車が廃業した。フルカ村にも1973年7月以来電気が供
給され始め，ほぼ同時に電気製粉所が誕生している。電気で挽かれた粉は熱く，水車粉は冷た
く良質であるという評判にも支えられ， 2年間程は電気製粉所と対抗して水車も生き長らえた
が，電気製粉の迅速・便利には勝てなかったのである。 6年という長い空白のためか，かつて
小麦の持込承客たちが渡ったであろうクズルウルマク川に架けられた木橋や，村から水車場へ
と至る1kmの田舎道も，車の通行も容易でないほどの荒れようである。また，かつて水車動
力として用いられていた水は，菜園の灌慨用水に利用され， ヒマワリ ・スイカ・ トマトなどを
育てている。水使用料は1時間につき35リラという時間制であり，灌慨面積は考慮されないと
いう。 《1981.8.24.》
（5）ベイデェイルメ二村の水車
クズルウルマク川の中流河谷に所在する今一つの水車集落は， カイセリ市の北西25km,ア
ンカラへの街道・鉄道沿いに位置するべイデェイルメニBeydegirmeni村である。フルカ村を
基準にいえば，その下流側25kmのクズルウルマク川左岸に当たる。かつてこの河谷地域の
村点の製粉は， 相互に25km隔たったこの2つの水車集落によってまかなわれていたとの評
判である。
ベイデェイルメニ村では水車は2つを数えたにすぎぬ。しかしいずれもが4日を備えていた
ため，製粉能力は優にフルカ村の10台の水車に匹敵しえたわけである。ただ，ベイデェイルメ
ニ村の水車は25年前に廃止されており，盛時の面影は偲ぶべくもない。
ベイデェイルメニ村は,lクズルウルマク川の河谷を見降す段丘上に位置するが，集落の東北
端の段丘崖に，その落差を利用して1つの水車があった。所有主はカイセリ市在住の資産家，
サドウクーエフェンディSad'kEfendi氏であり，これをクシュチュルKugQulu村の村人が借
り受けて経営していたものである。したがってべイデェイルメニ村の村人はこの水車の所有・
経営に一切関係しておらず，水車番として雇われた村人8人が水車小屋で働いていたにすぎな
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い。
集落から鉄道・道路を隔てて
西側の，同じく段丘末端の斜面
を利用して設けられていた水車
は，当村の富農メフメトーアァ
MehmetAga氏によって所有
されていた。ただこの場合も，
この水車を借り受けて経営して
いたのは， クズルウルマク川を
遡ってフルカ村よりも上流点に第50図べイデェイルメニ村のメフメトーアァ水車遺跡 一＝ｰ〆グー 〆▼ '1Jー／ローvIuj－m、ロー
あるオブルクーキョイュObruk
K6yU村の村人であり，ベイデェイルメニ村の村人は同じく8人が水車番として雇用されてい
るだけの関係に留まっていた。
なぜいずれの場合も，当村の村人の中に水車の経営に携わるものが居なかったのか。筆者の
質問に対する村人の答は， 「クシュチュル村やオブルクーキョイュ村の人たちが利口であった
から」という，至極暖昧なままで終った。
水車の製粉能率は， 4日を設備していたこともあっていずれの水車も1時間に75シニック
（1シニック=8kg),すなわち600kgであった。1昼夜に換算すれば14.4トンとなるが，こ
の値はフルカ村の水車の製粉能率（1台あたり1昼夜l.5トン）の9.7倍に相当する。すなわ
ち，ベイデェイルメニ村の水車は， 1台でもって優にフルカ村の10台の水車と同程度の作業量
を誇っていたわけである。賃挽料は50シニックにつき3シニックであったが，莫大な生産量に
も裏づけられて水車番の懐も大いに潤ったという。
今から25年前に水車が廃止された原因は，他の村々でディーゼル製粉所や電気製粉所が始め
られたためである。この村にも1971年8月に電気供給が開始されている。しかし何故，それを
機に当村にも電気製粉所が誕生しなかったのか。答は，戸数が35戸と少ない上に，水が豊富な
ために灌概耕地に恵まれ，それだけに小麦畑の面積はせまく，収穫も少量となり， 自村内に電
気製粉所をあえて必要としなかったためという。なお，現在村人たちは，製粉の用達には，西
北15kmのヒムメトデデHimmetdede町,またはさらにその先5kmのトゥランTuran村
（ヨズガトYozgat県）の電気製粉所へ，トラクターやトラックで赴いている。また， ブルグ
ールを製するための小麦挽割りは，村の広場に据え付けられた畜力臼によってなされている。
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《1981.8.23.》
（6）バルサマ村の水車
エルジエス火山の裾野とクズルウルマク川河谷との中間を， クズルウルマク川と並走して西
南流する川にサルムサクルスユSarlmsakl'Suyu川がある。この川筋には，現在も活動してい
る製粉水車が3台あって注目に値する。そのうちの2つは，この河谷沿いにカイセリ市からシ
ヴァスSivas市へと通じる国道に沿い，カイセリ市から35km地点の北側にあるバルサマ
Barsama村（ジャヴゥシュアァCavugaga村）に所在する。
もともとこれらの水車は，サルムサクルスユ川およびその川から派生する灌慨用水路沿いに
立地していた。しかし， この河谷での水利灌慨事業を計画したDSiによって,1962年には（
1
ルサマ村より上流点に灌慨用ダ
ム，サルムサクルーバラージュ
SarlmsakllBarajlが築造され，
さらに68年にはダムに発する用
水路システムも完成したため，
いずれの水車もこの新たな用水
路システムに必然的に繰り込ま
れ， ダムの水管理に規制された
運用を余儀なくされている。
そのうちの1つはカヴァクル
ーウンーファブリカスKavakll
UnFabrikasl(ポプラ製粉工
場PoplarFlourFactory)を名
乗った製粉場である（第51図)。
レンガ造りの頑丈な建物の中に
は，正面向かって右側に製粉用
の2基の石臼，左側に小麦選別
用のセレクトルselektor(選別
機） 1台が配置され， これら3
台の機械がそれぞれ別個の水車
によって動かされる仕掛けとな
第51図バルサマ村の製粉工場正面
第52図バルサマ村のブルグール挽割り水車
（後列右から2人目が水車番のフュセインータシュ氏）
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っている。 また建物の左背後には， 野天にブルグール用の挽割り水車も据えられている（第52
図)。すなわちこの工場には併せて4台の水車が設備されており，したがって建物の背後の貯
水槽からは計4本の導水管が建物の下と挽割り水車の下へと延びている。建物下の導水管はす
べて落差8m,挽割り水車へのそれは落差7mという。なお，建物内には入口の右手に,製
ふすま
粉後に粉と麩とを節い分けるもう1台のセレクトルの設備があり， この動力も， 3台のうち1
つの水車から， シャフト ・プーリー・ベルトを伝わって取られている。また，建物内の照明用
に備えられた小型発電機も同じく水車によって動かされている。
この水車製粉工場の所有主は， 隣村ギョメチG6mee村の農民メフメトーテネルMehmet
Tenel氏と，カイセリ市の教員エズジャンーエルヨルOzcanEryolu氏の2人である。これを
借り受け，過去15年間経営に当たっているのはフュセインータシュHiiseyinTa§氏である。
彼は当村から35kmの距離にあるコユンアプタルKoyunaptal村（ビュンヤンBiinyan郡）
の牧夫であり，水車が稼動する夏・秋の7カ月間を3人の息子とともにこの水車工場に泊まり
込んでデェイルメンジィ （水車番）として働く。
製粉水車の操業が7カ月間に限られるのはサルムサクル＝ダムの水管理と関連する。すなわ
ち，水車用の水が用水路をほとばしり流れて貯水槽へと達するのは,灌慨のためにダムの放水
が開始される5月初旬からであり， またダムの湛水が始められる11月下旬には水車用水も途絶
えるのである。この水車はDSiの事業以前からこの地点に所在するものであり，用水路も旧
水路をそのまま用いている。それ故，水の使用については既得権を持って居り，使用料を必要
としない。一方， ダムの水管理によって制約を受ける水車非操業期に対する補償については，
予想に反して，以前から客の需要が現在の操業期の範囲内であったため，問題が生じる余地が
なかったという。
製粉能率は1日につき1昼夜10トン，すなわち2日で20トンという。賃挽料は100kgにつ
き80リラである。一方ブルグール挽割り料は20シニック（1シニック=8kg)につき250リラ
である。フュセインータシュ氏はこれらの手間賃収入のうちから，年間一定額を水車の借料と
して2人の所有主に支払う。所有主は経営内容にはあまり関与せず，たとえば石臼の手配・購
入もデェイルメンジィの裁量に任される。ちなみに製粉用石臼は， ソ連との国境に近い東部ア
ナトリアのカルスKars(第39図参照）にある石臼製造所から取寄せた人造石臼であり，ブルグ
ール用石臼はカイセリ地方産の天然石製である。人造石臼はほぼ4年で磨耗する。
この製粉工場への小麦の持ち込みは広い範囲の20力村にのぼり，遠くは30km遠方のミマ
ルシナンMirnarsinan村からの客もある。このような好況は，カイセリーシヴァス間の国道沿
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いという交通の便に裏付欣され
ているものと承られる。事実，
この国道上には，農村地帯には
珍しく， カヴァクルーウンーフ
ァブリカスの看板が掲げられて
いるのを承る（第53図)。《1981.
8.25.》
バルサマ村にはもう1台の製
粉水車がある。ただこの水車
は， 4年前にカイセリ市の穀物､←， ~エーU口qJローグマ 0 ー〆叩Jマー列奉~1コ 蹴3図国道沿いに掲げられた製粉場の看板
商メフメトーアァMehmetAga
氏の所有に帰するとともに，それまでの小麦粉製造の通常水車からチェメンGemenと呼ばれ
る特殊な粉を製造する水車へと転向している。チェメン粉とは， カイセリ地方特産の牛の干肉
加工品，パストゥルマpastlrmaの外被を作るためのものである。チェメン粉は，①小麦，②
ブルチャクbureakと呼ばれる穀物（黒色の殻を被ったピソク色の穀物),および③チェメンと
いう名の穀物（黄土色）の3者を，混ぜ合わせて挽いて製せられる。この原料を調達して水車
場まで持込んでくるのは水車所有主のメフメト三アア氏である。ブルチャクの黒殻を簡単な籾
摺機で除去し，そのあと3種類の穀物を混ぜ合わせるなどの製粉に先立つ予備作業も，水車場
の前の空地で，バシュデェイルメンジィbagdegirmenci(水車番親方）のバフチャルーバイラ
ムBahtiyarBayram氏のほか,5人のデェイルメンジィによって進められていく。ちなみに，
この水車場で製せられたチェメン粉は,別の加工場へと送られ，赤胡椒・黒胡椒・塩・にんに
く6カミンcumin(ひめういきょう）を加えてパストゥルマ用に仕上げられるという。
この水車も古い歴史を持つと言い伝えられているが， しかし今日ではサルムサクルーダムの
水管理体制下にある。ただ，水車の操業期は， ダムの放水期の範囲内である8月初旬から11月
下旬までの4カ月に限られており，残り8カ月は水車小屋は閉じられている。そのためダムに
よる水管理は水車の運営に何ら支障を及ぼしていない。 ダムの放水が開始される5月初旬以
降， 3カ月間が無為に過ごされるのは， ブルチャクとチェメンの収穫期以前であること，およ
び灌概期に当たるために水利用を避けていることによる。ちなみに， カイセリ市郊外のクマル
ルKumarll村にはアフメトーカドゥオゥルAhmetKad'oglu氏が所有する電気チェメン製
粉所があり，一年間操業している｡冬から春･初夏にかけても操業が可能なのは原料のスlッ
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クを持っているためであ‘り,'バ
ルサマ村の水車工場の年間生産
量が80～90トンであるのに対し
て,先方のそれは200～300トン
といわれる。
バシュデェイルメンジィ （水
車番親方）のパフチャルーバイ
ラム氏は， この水車がチェメン
粉を製造し始めた4年前からγ
メフメトーアァ氏に請われてこ第54図石臼の目立てをするバフチャルーバイラム氏ら ／、 ／／、 l‐ ノア』釦Vｰ口月々ノ灯しヒー
の職にある。彼は当バルサマ村
の農民であり， 水車小屋が閉ざされている残りの8カ月間は牧夫の仕事に携わっている｡彼
は，早死にした父親に代わって彼を育ててくれた祖父が，すでに20年前に取り壊されたこの村
の他の水車小屋で水車番をしていた関係上， 自然と水車番としての知識と技術を習得したとい
う。水車番親方の地位に就いたのはもちろん初めてである。他の5人の水車番は，すべてビュ
ンヤン郡アクシュラAkk'gla地区のクルルKululu村の出身者である。この雇用にはバフチャ
ルーバイラム氏は一切関与せず，すべてが水車所有主メフメトーアァ氏の人選による。水車番
の給料ば4カ月分だけが支給される。ちな承に，バフチャルーバイラム氏と他の水車番との給
料比は5：4である。
水車用水は上流3km地点に求められ,専用用水路で水車場へと至る（第56図参照)。落差は
5～6mである。水車は金属製で，石臼の正常な運用のためには回転数を分間240～250回転に
保たねばならない。石臼は，前記のカヴァクルーウンーファブリカスの場合と同様， カルスか
ら取寄せた人造石臼である。 《1981.8.17.,8.19.》
（7）ギョメチ村の水車
バルサマ村の西隣の村ギョメチ村にも，集落内に製粉水車場が1つみられる。所有主は当村
の富農フアットーイュクセルFuatYiiksel氏であり，建物は1970年の新築という。水車番は
ビュンヤン郡出身のハサンHasan氏で,6年前から請われてこの水車場で親方として働いて
いる。彼の故郷での水車番としての経験は1960年以来のものという。
この製粉場には石臼が2基あり，それぞれが別の水車によって動かされている。建物内には
ふすま
製粉に先立って穀粒を選別するセレクトルと，粉と鑓とを筋い分けるセレクトルの設備もある
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が， これらの動力は電気であ
る。したがってこの製粉場の動
力は，水車と電気の併用といえ
るが， こと製粉工程に限ってい
えば純粋に水車依存といって誤
りはない。水車製粉の利点は，
動力費が安く，石臼にかかるス
トレスが少くてすみ， さらには
仕上がった粉が冷たいとの好評
がえられる点にある。なおハサダゾマー▼ソ4レクンノ･雨、Iー理”JoJふぐりｰ ノ 第55図ギョメチ村の製粉工場
ン氏は，電気は東北60kmの
スズルS1zlrにある小規模な水力発電所から送られてくるというが，もちろん不可視物を対象
には断定はできない。
バルサマ村の水車とl司様， この水車も，サルムサクル＝ダムでの水操作との関連で，操業期
は5月初旬から11月下旬までの7カ月間に限られる。製粉能率は1日1時間で400kg,1昼夜
の製粉量は2日で15トンに達するという。小麦の賃挽料は1kgにつき80クルシュ，すなわち
バルサマ村の水車と同額である。
バルサマ村の製粉水車場と同じく， この水車場も交通条件に恵まれているため，付近の村左
から多くの客を集めているが，遠くは距離30kmのカイセリ市からの客もあり，あるいは
150km彼方のシヴァス市からもトラックや乗用車ではるばる小麦を持込む顧客があるという。
先述の通り， このギョメチ村の水車場は1970年の新築という。しかしこれはサルムサクル＝
ダムの造築と平行して施行されたDSiによる用水路システムの整備に伴って，場所替えされ
たものであり，水車はそれ以前に遡る歴史を持っている。したがって水車はいわば水利優先権
を有していた。そのような事情もからゑ，水車所有主とDSiとの間には水の用益をめぐって
1つの争論が生じた。その経緯は次の通りである。
DSiによる用水路システムは1968年に完成し，ギョメチ村の灌慨耕地および水車は，バルサ
マ調整堰BarsamaRegiilat6riiから左方（南側）に分派する左方主要運河SolAnaKanalか
らの分岐用水路によって養われることとなった。しかし， この用水路だけでは灌概・水車用水
ともに不十分であったため，村人および水車所有主フアットーイュクセル氏はDSiに対して
新たな用水路の掘削を要求することとなる。その結果1976年に誕生したのが，調整堰の傍から
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直接ギョメチ村へと引かれた幅の広いギョメチ用水路
G6meGKanallである（第56図)。これによって村人およ
びフアットーイュクセル氏の要望は一応は満たされた。
DSi当局の記憶するところによれば，現在の水車場が
新築されたのは1974年であり，その後2年間は1m3=15
クルシュの規定通り，年間1,500リラの水使用料がフア
ットーイュクセル氏によって支払われていた。 しかし
1976年から支払いが停止したため,DSiはフアットー
イュクセル氏をカイセリ地方裁判所へ訴えることとな
る。訴訟の結果はDSiの勝利に終ったが，しかし争い
はアンカラの高等裁判所へと持込まれ， これは一転して
フアットーイュクセル氏の勝訴となった。水車で用済み
の水はそのまま滝れなく用水路へ戻されており，水車に
よる水使用は灌概の場合とはその意味が異なるとの認定
が，水車側勝訴の理由であった。 《1981.8.19.,8.25.》
（8） クルル村の水車
、、、
↑
偽
｜､､Barsama
Regulatijrij
l
第56図ギョメチ村の水車と用水系
ビュンヤン郡アクシュラAkklgla地区クルルKululu村の名は，先のバルサマ村のチェメン
粉製造水車の説明の際， 5人の水車番の出身地の名として既出している。 クルル村は盛時に
13～14の水車を数えた著名な水車集落であり，先の5人の水車番の出稼ぎ行為も，故郷でその
職を失ったための流出であると理解されよう。
クルル村はビュンヤン郡北部の中心アクシュラ町とは， サルカヤデレSarlkayaDere川に
よって隔てられている。クルル村の水車はこの川沿いに連なって､､たものであって，現在も細
細ながら2～3の水車が稼動する。そのうちの1つ，ハサンHasan氏が所有し同時に水車番
も務める水車の現況は次の通りである。
ハサン氏はトルコ国有鉄道の従業員であり，普段はカイセリ市内で職に就いている。この地
方の小麦の収穫は遅く， ようやく8月頃に完了するが，そのため小麦の製粉期も9月が中心で
ある。この時期，ハサン氏は1カ月の休暇をとって帰郷し， 自家およびおもに親戚のために水
車を動かす。 クルル村の全戸数250戸のうち，ハサン水車に小麦も持込むのは4～5戸，多く
て10戸程度という。そのため水車の運転も朝の6時から夕方の6時までに限られる。その間の
粉生産量は200シニック(1シニック=8.5kg),すなわち,1.7トンである。他の現役水車も，
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操業期，注文農家数とも，その
状況は似通ったものである。
クルル村の水車の衰退は， 8
年前にアクシュラ町に出現した
電気製粉所によるところが大き
い。電気製粉では粉が熱を帯
び，その点水車粉は冷たくて良
質であるとの評判があり， さら
には賃挽料も電気製粉の1kg=
2リラに対して水車ではその半
額の1リラ（ただし実際の支払
いは現物50g)である。これら
ン氏がぷるところ，その理由は
速さであり，今1つは水車場へ
ば
）
第57図クルル村の水車小屋
の利点がありながらなぜ客は電気製粉所を指向するのか。ハサ
ろ，その理由は， 1つは行先きで待たされる必要のない電気製粉の仕上がりの
は水車場へ行き着くまでのサルカヤデレ川沿いの道路事情の悪さである。
ちな承に水車の盛時には，客はクルル村， アクシュラ町はもとより，隣のプナルバシュP1-
narbag'郡マラクMalak村などからも訪れていたという。13～14を数えた水車小屋のうち,2
つは2日を備えた水車小屋であった。 《1981.8.29.》
（9） フェラヒイェ町の水車
カイセリ県北端に位置するフェラヒイェFelahiye郡の首邑フェラヒイェ町には，かつて製
粉水車場が8つあった。その後，ディーゼル製粉所が登場し，両者が併存する時期がしばらく
続く。次いで1970年には，フェラヒイェ町にも電気が供給され始め，今から5年前には電気製
粉所が誕生し，現在はその数は3を数える。そのような状況の中で水車は消滅した。かつて水
車が立地していたのは集落を貫いて直線的に西流するカラスーKarasu川沿いの，集落付近に
3カ所，上流2km,5km地点にそれぞれ1カ所，下流lkm,4.5km地点にそれぞれ1カ所
である。他の1カ所についてはその立地点は不詳である。 《1981.8.25.》（続）
（1982年9月27日記）
註
①昭和56年度科学研究費補助金（海外学術調査）により， 「乾燥アジアにおける水利用技術の発生．伝
播・定着とその背景に関する地理学的研究」を課題とした。参加者は本文中で触れたほかに，岡崎正孝
（大阪外国語大学教授)，寺阪昭信（東京都立大学助教授)，スル．エリンチS1rrlErinQ(イスタンブー
ル大学教授）であった。期間は7月3日から10月4日にわたった。費用1,100万円。
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②TiirkiyeElektrikKurumu,1980ElektriklendirilenK6yler,1981.以下各地の電化時期は本書によ
る。
③泉の水量は7月29日の平岡昭利氏の測定により，井戸の水量は岡崎正孝氏の聴取り調査による。
イ
’
’
